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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年5月28日(2020.5.28)

【公表番号】特表2019-514913(P2019-514913A)
【公表日】令和1年6月6日(2019.6.6)
【年通号数】公開・登録公報2019-021
【出願番号】特願2018-556332(P2018-556332)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/08     (2019.01)
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  41/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  31/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   38/08     　　　　
   Ａ６１Ｌ   31/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   41/00     　　　　
   Ａ６１Ｌ   31/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月15日(2020.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癒着形成を減少させるかまたは既に形成された癒着を減少させるために対象を治療する
方法で使用されるための損傷した中皮細胞による癒着形成を妨害する、薬剤。
【請求項２】
　（ａ）顆粒球もしくは炎症性顆粒球を枯渇させることによって、または、（ｂ）顆粒球
もしくは炎症性顆粒球の動員を阻害することによって、癒着形成を減少させるかまたは既
に形成された癒着を減少させるために対象を治療する方法で使用されるための癒着形成を
妨害する、薬剤。
【請求項３】
　マクロファージ及び炎症性単球のうちの一方または両方の動員を促進することによって
、癒着形成を減少させるかまたは既に形成された癒着を減少させるために対象を治療する
方法で使用されるための癒着形成を妨害する、薬剤。
【請求項４】
　前記薬剤は、損傷した中皮細胞において発現が誘導される遺伝子産物の発現もしくは活
性を阻害するか、または、損傷した中皮細胞において発現が誘導される遺伝子産物に選択
的に結合する、請求項１～３のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項５】
　前記遺伝子産物は、ウロプラキン１Ｂ（ＵＰＫ１Ｂ）またはメソテリン（ＭＳＬＮ）で
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ある、請求項４に記載の薬剤。
【請求項６】
　（ａ）前記薬剤は、ＵＰＫＢ１に競合的に結合するか、または、ＵＰＫＢ１を標的とし
ており、任意には、前記薬剤は、抗ＵＰＫＢ１抗体もしくはその結合断片、マンノース、
ＵＰＫ１結合部分にコンジュゲートされたマンノース、または、ＵＰＫＢ１との結合のた
め選別された、ペプチド、ペプトイド、ＲＮＡ、ＤＮＡ、ＰＮＡ、もしくはその他の遺伝
子操作分子から選択されるか、または、
　（ｂ）前記薬剤は、ＭＳＬＮに特異的に結合するポリペプチドであり、任意には、前記
薬剤は、抗ＭＳＬＮ抗体もしくはその結合断片、ＭＳＬＮ結合部分にコンジュゲートされ
たマンノース、または、ＭＳＬＮとの結合のため選別された、ペプチド、ペプトイド、Ｒ
ＮＡ、ＤＮＡ、ＰＮＡ、もしくはその他の遺伝子操作分子から選択される、
　請求項１または５に記載の薬剤。
【請求項７】
　前記方法は、損傷した中皮細胞の枯渇を達成する用量で、ＣＤ４７とＳＩＲＰαとの結
合を妨害する第２の薬剤を投与することを含んでおり、
　任意には、前記第２の薬剤は、ＣＤ４７に結合するポリペプチドであり、任意には、前
記ポリペプチドは、抗ＣＤ４７抗体、シグナル調節タンパク質アルファ（ＳＩＲＰα）ポ
リペプチド、いずれかのＣＤ４７結合断片、及び、それらの任意の組み合わせからなる群
から選択される、
　請求項１～６のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項８】
　（ａ）前記遺伝子産物は、好中球を動員するかもしくは枯渇させ、ならびに／または、
　（ｂ）前記遺伝子産物はＣＸＣケモカインであり、任意には、（ｉ）前記ＣＸＣケモカ
インは、ＣＸＣＬ１及びＣＸＣＬ２からなる群から選択されるか、（ｉｉ）前記薬剤は、
エキノマイシン、ＰＸ１２、ＦＭ１９Ｇ１１、クリプトタンシノン、ケトミン、ボルテズ
ミブ、アクリフラビン、メチル３－［［２－［４－（２－アダマンチル）フェノキシ］ア
セチル］アミノ］－４－ヒドロキシベンゾエート、ジメチルオキサロイルグリシン（ＤＭ
ＯＧ）、ケモチン、ＹＣ－１、クリシン、ジメチル－ビスフェノールＡ、ＣＬ６７、及び
、それらの組み合わせからなる群から選択される、または、
　（ｃ）前記遺伝子産物は、低酸素誘導性因子１－アルファ（ＨＩＦ－１α）である、
　請求項４に記載の薬剤。
【請求項９】
　前記薬剤は、好中球の枯渇及び好中球動員の阻止のうちの一方または両方をもたらし、
任意には、前記薬剤は、Ｇｒ－１、ＣＤ６６ｂ、ＣＤ１７７、ＣＸＣＲ１、ＶＡＰ１、Ｃ
ＸＣＲ２、及びＣＤ１０から選択される顆粒球マーカーに結合するポリペプチドであり、
任意にはさらに、前記薬剤は抗体またはその結合断片である、請求項１または２に記載の
薬剤。
【請求項１０】
　前記薬剤は、損傷した中皮細胞を標的として破壊または除去する、請求項１に記載の薬
剤。
【請求項１１】
　前記薬剤は、癒着部位に炎症性マクロファージを動員する、請求項１または３に記載の
薬剤。
【請求項１２】
　（ａ）炎症性マクロファージ動員剤は、単球走化性タンパク質１（ＭＣＰ－１）もしく
はその炎症性マクロファージ動員部分、チオグリコレート、ＰＬＧＡ、または、それらの
組み合わせからなる群から選択される、及び／または、
　（ｂ）前記方法は、炎症性マクロファージ動員剤を手術前に投与することを含む、
　請求項１１に記載の薬剤。
【請求項１３】
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　前記方法は、損傷した中皮細胞の枯渇を達成する用量で、ＣＤ４７とＳＩＲＰαとの結
合を妨害する第２の薬剤を投与することを含んでおり、
　任意には、前記第２の薬剤は、ＣＤ４７に結合するポリペプチドであり、任意には、前
記ポリペプチドは、抗ＣＤ４７抗体、シグナル調節タンパク質アルファ（ＳＩＲＰα）ポ
リペプチド、いずれかのＣＤ４７結合断片、及び、それらの任意の組み合わせからなる群
から選択される、
　請求項８～１２のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項１４】
　（ａ）前記癒着は腹部の癒着であり、
　（ｂ）前記癒着は術後癒着であって、任意には、
　　（ｉ）前記薬剤が、対象に対して実施される外科的処置の前に投与されるか、または
、
　　（ｉｉ）前記薬剤が、対象に対して実施される外科的処置の後に投与される、
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項１５】
　（ａ）（ｉ）癒着を減少させるために有効な量である、癒着形成を標的とする薬剤と、
（ｉｉ）薬学的に許容される担体とを有する医薬組成物、及び、（ｂ）前記医薬組成物を
対象に投与する際の説明書を含んでおり、任意には、
　（ｉ）前記薬剤は、抗メソテリン抗体もしくはそのメソテリン結合断片、抗ＵＰＫＢ１
抗体もしくはそのＵＰＫＢ１結合断片、単球走化性タンパク質１（ＭＣＰ－１）もしくは
その炎症性マクロファージ動員部分、Ｇｒ－１、ＣＤ６６ｂ、ＣＤ１７７、ＣＸＣＲ１、
ＶＡＰ１、ＣＸＣＲ２、及びＣＤ１０から選択される顆粒球マーカーに特異的な抗体、チ
オグリコレート、ＰＬＧＡ、マンノースまたはそのＵＰＫＢ１結合誘導体、及び、それら
の任意の組み合わせからなる群から選択される、ならびに／または、
　（ｉｉ）抗ＣＤ４７抗体、シグナル調節タンパク質アルファ（ＳＩＲＰα）ポリペプチ
ド、またはいずれかのＣＤ４７結合断片をさらに含む、
　キット。
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